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研究成果の概要（和文）：若年健常女性を対象に、冷え症と血管生理機能および自律神経機能の関連を検討し、さらに
漢方薬の効果を検討した。
冷え症群では血管内皮機能の指標（RHI）はコントロール群と有意差を認めなかったが、血管弾性の指標（AI）と副交
感神経活動の指標は低下傾向にあった。冷え症群では漢方薬投与後、有意な皮膚温の上昇を認めたが、RHI、AIおよび
心拍変動指数は投与前後で有意な変化を認めなかった。
健康若年女性の冷え症に、血管機能（特に弾性）の低下と自律神経機能異常が関与している可能性が示唆された。また
、漢方薬(は冷え症を改善する効果があったが、血管内皮機能や自律神経機能に対する影響は認められなかった。

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationship between feeling of cold, vascular endothelial 
function and autonomic nervous function in young healthy women. Reactive hyperemia index (RHI), parameter 
of vascular endothelial function, was not significantly different between women with and without 
coldness, but augmentation index (AI) which is the parameter of aortic stiffness, and parasympathetic 
tone calculated by heart rate variability tended to attenuate in women with coldness. After oral 
administration of Japanese traditional Kampo medicine for 14 days, the peripheral skin temperature 
significantly increased in women with coldness. However, RHI, AI and autonomic tone did not significantly 
changed after Kampo treatment in women with coldness.

研究分野：循環器内科学

キーワード： 冷え症　血管内皮機能　自律神経機能　血管弾性　心拍変動　漢方薬

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

(1) 冷え症は女性に多くみられ、西洋医学的

には自律神経失調による血管運動機能障

害から生じる末梢循環不全が原因と考え

られている。 

(2) しかし、冷え症と血管生理機能や自律神

経機能との関係を生理的検査法を用いて

客観的に評価している研究は少ない。 

(3) 冷え症に対する漢方薬の有用性は知られ

ているが、その機序は未だ不明な点が多

い。 

 

２． 研究の目的 

若年健常女性を対象に、血管生理機能検査お

よび心拍変動を用いた自律神経機能検査を

行い、冷え症の有無により比較検討する。さ

らに、冷え症女性における漢方薬の効果を検

討する。 

 

３． 研究の方法 

(1) 対象：冷えの自覚のある女性 11 名(平均

年齢：23.4±4.2 歳)および冷えの自覚の

ない女性 10 名（平均年齢：20.9±1.2 

歳）である。 

(2) プロトコール： 

① 被験者は、午前中(8-10am）の空腹時

に 10 分間の安静臥床後、赤外線体温

計で皮膚温測定（手背、手掌、手指、

足背、足指）および血圧測定。 

② Endo-PAT2000 を用いて血管機能検

査を行い、Reactive Hyperemia Index 

(RHI）（反応性充血指数）および

Augmentation Index (AI)を自動計測

する。 

③ ホルター心電図を装着し、24 時間記

録より心拍変動を解析する。 

④ 冷え症女性は 1回目の検査日の 2週

間後から漢方薬(桂枝茯苓丸もしく

は当帰芍薬散)を内服開始し、 2 週

間内服後に同様のプロトコールで 2

回目の検査を行う。すなわち性ホル

モンの影響を除外するために 1 回目

と 2 回目の性周期を一致させる（血

清ホルモン値でも確認）。冷え症のな

い女性も約 1ヵ月後の 1回目検査と

同じ性周期に 2 回目の検査を漢方薬

服用なく行う（漢方薬服用なし）。 

 

(3)各検査の具体的な方法と指標の解説 

 【Endo-PAT2000】 

 

 

 
 

【Reactive Hyperemia Index (RHI）】 

 

 

 



【Augmentation Index(AI)】 

 

 

【ホルター心電図を用いた心拍変動の解析】 

 

４．研究成果 

(1) 冷え症女性の皮膚温（足背と足指）は有

意に低下していた。(表 1)  

表１．皮膚音の比較

 

(2) 冷え症女性では血管内皮機能の指標で

ある RHI は有意な差を認めなかったが、

血管弾性の指標である AI は低下傾向に

あった。(図１) 

図１．冷え症の有無による RHI、AI の比較 

 

(3) 心拍変動解析において、冷え症女性では

副交感神経活性の指標が低下傾向にあ

った。(図 2、表 2) 

図２．冷え症の有無における心拍変動の比較 

 
表２．冷え症の有無における心拍変動の比較 

 

(4) 冷え症女性は漢方薬投与後、有意な皮膚

温の上昇を認めた(図３)が、RHI、AI(図

４)および心拍変動指数(図５)は投与前

後で有意な変化を認めなかった。 

図３．漢方服薬前後の皮膚温の変化 

 

 

 

 

 



図４．冷え症における漢方薬の RHI、AI への

影響 

 

図５．冷え症における漢方薬の心拍変動への

影響 

 

(5) 考察：健康若年女性の冷え症に、血管

機能(特に弾性）の低下と自律神経機能

異常が関与している可能性が示唆され

た。また、漢方薬は冷えを改善する効

果があるが、血管機能や自律神経機能

に対する影響は認められなかった。今

回は若年女性に対する漢方薬の短期効

果（１４日間）の検討であったため、

長期服用時の影響は不明である。また、

漢方薬の冷え性改善効果の機序は、漢

方薬の種類により異なる可能性があり、

分子生物学的手法等を用いたさらなる

研究が必要である。 
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